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１０日（土）・１１日（日）に行われた全県総体

の陸上競技、水泳競技、ソフトテニス（男子）、バ

ドミントン（男女）、相撲の各大会に、本校からも

生徒が出場し、結果についてはメール配信でお知

らせしたところです。

各部の代表生徒から、全県総体を終えた感想を

いただきましたので、紹介します。

相 撲

団体優勝(７大会ぶり)

※東北・全国大会への出場権獲得

○主将 東海林光琉

僕たち相撲部は、全県大会に向けて一人一人

が相手をイメージして練習に取り組み、良いと

ころや悪いところを自分達で声をかけてきまし

た。大会では、みんな緊張してよい相撲がとれ

なかったので、これからの練習で直していきた

いと思います。

今回の大会で、このような成績が残せたのも

地域の方の応援や家族の支援のおかげです。こ

れからも、支えていただいた人達によい報告が

できるように、そして、東北大会や全国大会で

もよい成績が

残せるように

がんばってい

きます。応援、

よろしくお願

いします。

バドミントン

男子団体優勝（４大会連続）

男子複 優勝 ○〇〇〇、〇〇〇〇〇 ペア

準優勝 〇〇〇〇、〇〇〇〇 ペア

女子複 優勝 〇〇〇〇、〇〇〇〇〇 ペア

※東北大会への出場権獲得

○男子バドミントン部主将 〇〇〇〇

今回の最後の全県総体では優勝を勝ち取るこ

とができました。特に、団体戦で優勝した時は、

今までの思いが込み上げてきました。今まで、

チームのみんなで練習でがんばってきたこと、

先生方やコーチの方々への感謝の気持ち、そし

て、保護者や先輩への気持ちが溢れ出てきまし

た。とても嬉しかったです。これからも、この

気持ちを忘れずに、残り少ない大会にも出場し

全県総体を終えて① たいと思います。

私たちがこれから出場する東北大会は、とて

もレベルが高いです。だからと言って、あきら

めたりはせず、最後の最後まで、シャトルを追

いかけたいと思います。そして、負けて悔し涙

を流したチーム、そして出場することができな

かった女子のチームの分も背負って、全力でが

んばってきます。

後輩たちには、ぜひ、

全県総体五連覇を目指

して、練習をがんばっ

てほしいです。引退し

ても、全力で美郷中学

校バドミントン部を応

援していきたいです。

○女子バドミントン部主将 〇〇〇〇

７月10・11日の２日間、全県総体がありまし

た。私たち３年生にとっては最後の大会という

ことで、全員が上位大会に行けるように練習に

励んできました。

個人戦では、全員が実力を

発揮し、私はダブルスで優勝

することができて、とてもう

れしかったです。団体戦では、

チームとして次に進むことが

できず、とても悔しい思いを

しました。

この悔しさを東北大会に持

っていき、みんなの分までがんばってきたいと

思います。また、１・２年生には、私たちの上

を目指して、これからの練習に励んでほしいと

思います。

水 泳

平泳ぎ100ｍ 第１位 〇〇〇〇〇 1:16.19

〃 200ｍ 第１位 〇〇〇〇〇 2:43.87

※東北大会への出場権獲得
○部長 〇〇 〇

２年生の時から部長をさせていただき、あり

がたい経験ができたなと思います。大会では、

自分の力不足も含め、全力で泳げたと思います。

後輩の皆さんには、今回の経験を生かしてが

んばってほしいです。

今まで、ありがとうございました。

※水泳競技会場は、「写真撮影禁止」でした。

…つづく


